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1. はじめに 

近年，沖縄県を訪れる訪日外国人観光客の増加に伴

い，レンタカーを利用する外国人観光客も急増してお

り，交通事故が社会問題となっている．適切な観光振

興および交通事故抑止施策を講ずるためには，レンタ

カー利用外国人の観光周遊実態と急制動箇所を明らか

にする必要がある．しかし，既存の観光流動調査では，

レンタカー利用外国人の周遊実態は把握されていない． 

一方，交通分野において通信技術の発達に伴い

ETC2.0プローブデータ1)の活用がなされている．従来

のアンケート調査に比べ，持続的に周遊実態を把握す

ることが可能となる． 

以上の認識の下，本研究ではETC2.0プローブデー

タを用いて，レンタカー利用外国人の周遊特性を把握

し，その中でどういった区間において急制動が発生し

てるかを国籍分類別に明らかにすることを目的とする．  

具体的には，2017年8月30日～2020年1月31日に取得

されたETC2.0プローブデータを活用し，観光目的の

立ち寄りを抽出することで500mメッシュ間ODの把握

を行った．そして，急制動と交通量の関係より抽出し

た事故危険区間と比較することでトリップチェインを

考慮した事故危険区間を明らかにする． 

2. 周遊特性分析 

(1) 立ち寄り判定 

周遊特性を分析するにあたり，ETC2.0 プローブデ

ータより観光目的の立ち寄り抽出が必要となる．そこ

で，既往研究 2)より設定した立ち寄り判定を 1,356 グ

ループ(日本 260，台湾 515，香港 206，韓国 375)に行

い，16,409 地点の立ち寄りが示された． 

(2) 観光経路の選定 

 観光客の代表的なトリップチェインを把握するため，

国籍ごとに立ち寄り数の平均+2σ 以上に対し，OD ペ

アの抽出を行う．抽出された OD ペアはレンタカー利

用者(全国籍)，外国共通(台湾，香港，韓国)，右側

通行国共通(台湾，韓国)の 3 つに分類する．そして，

代表としてメッシュ内主要観光地を設定し，到着地に

対する発生量割合を算出した結果の一例を表-1 に示

す．なお，表中のアルファベットは表-2 の地点を意

味する．これらより，外国人は県内の観光スポットで

ある北谷町や国際通り商店街美栄橋付近へ多く立ち寄

っていることがわかる．また，北谷町砂辺に訪れる際

には，イオンモール沖縄ライカムや沖縄美ら海水族館

から，美栄橋駅付近にはアウトレットモールあしびな

ーから訪れている傾向がある． 

3. 危険区間に関する分析 

(1) 事故と急制動の考え方 

産業災害分野で一般的に知られるハインリッヒの法

則より，ヒヤリハットを防げば事故を無くせるという

教訓が示されている 3)．これを，交通事故に引用する

と，ヒヤリハットを防げば軽微な事故や重大な事故を

防ぐことができると考える． 

以上より本研究では，ETC2.0 プローブデータを用

いて，各国の急制動を分析することで危険区間を特定

する．急制動の閾値については，ETC2.0 プローブデ

ータの記録する基準が-0.25G 以下であることから，-

0.25G 以下を急制動とする． 

(2) 交通量と急制動の関係 

路線区間 4)におけるレンタカー利用者の交通量と急

表-1 抽出 OD ペアと交通量割合 

凡例 外国共通 右側通行国共通 

Destination Origin 

A 
B D E 

13.07 6.32 3.92 

B 
A E F 

9.72 4.12 3.53 

C 
F B G 

13.77 4.13 3.58 

表-2 記号と地点名対応表 

記

号 
地点名 

記

号 
地点名 

A 北谷町砂辺 B 北谷町美浜 

C 
国際通り商店街 

美栄橋駅付近 
D 

イオンモール 

沖縄ライカム 

E 沖縄美ら海水族 F 
アウトレット 

モールあしびなー 

G 
国際通り商店街 

県庁前駅付近 
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制動の関係を国籍ごとに比較したものを図-1 に示す．

これらより，本研究では急制動が交通量を考慮しても，

+3σ 以上の値を取る区間は極めて危険性が高いとみな

し，危険区間とする．算出された危険区間を，2.(2)

と同様に利用者別分類すると，表-3 に示す 4区間とな

った．これは，外国人にとって事故を起こしやすい区

間であると考えられ，対策急務の区間であるといえる． 

4. トリップチェインを考慮した事故危険区間 

本章では，2.で選定した観光客の多くが訪問する立

ち寄り地 OD と，3.で算出した交通量を考慮した危険

区間を比較することで，トリップチェインを考慮した

事故危険区間を明らかにする．これより得られた路線

区間は図-2 に示すとおりである．ここで，図-2 の数

字は表-4 の路線，アルファベットは表-2 の地点を示

している．つまり，外国人は共通して，アウトレット

モールあしびなー付近（F）から国際通り商店街美栄

橋駅付近（C）へアクセスする際に No.68，右側通行

国はイオンモール沖縄ライカム（D）から北谷町砂辺

付近（A）へアクセスする際に No.224 の区間が危険

となっている．事故危険区間の特徴として，多車線道

路であることや区間内の合流部，交差点付近で急制動

が多くなっている． 

5. おわりに 

本研究では，ETC2.0 プローブデータを用いて，立

ち寄り地よりレンタカー利用者の周遊特性および交通

量と急制動個所から危険区間を明らかにした．また，

それらを比較することで，レンタカー利用者のトリッ

プチェインを考慮した事故危険区間を示した．この結

果は，交通機関再編や既存のカーナビによる事故多発

案内に加え，使用言語別での注意喚起などへの利用も

有効だと考えられる． 
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図-1 交通量と急制動の関係 

表-3 国籍分類別危険区間 

分類 路線名 急制動件数 

外国共通 
明治橋南端～赤嶺 81 

那覇大橋西～古波蔵 97 

右側通行国

共通 

赤嶺～瀬長入口 39 

北谷町と北中城境界

～瑞慶覧 
59 

 

 

図-2 トリップチェインを考慮した事故危険区間 

表-4 事故危険区間名 

区間 No 路線名 

0 明治橋南端～久茂地 

68 明治橋南端～赤嶺 

69 赤嶺～瀬長入口 

224 北谷町と北中城境界～瑞慶覧 
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